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満
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満
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棟
以
上
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こ
の
液
状
化
可
能
性
マ
ッ
プ
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
地
形
・
地
盤
の
特
性
を
考
慮
し
て
、各
地
点
の
揺
れ
の
大
き
さ
に
基
づ
い
た
液
状
化
の
可
能
性

を
評
価
し
、取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。一
般
的
に
軟
ら
か
い
砂
層
が
あ
る
地
盤
は
液
状
化
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

な
お
、こ
の
マ
ッ
プ
で
表
示
し
た
液
状
化
可
能
性
は
、得
ら
れ
た
地
盤
情
報
に
基
づ
く
予
測
値
で
あ
り
、実
際
に
は
人
工
造
成
地
な
ど
で
局
所
的
に
発

生
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、液
状
化
の
発
生
箇
所
や
規
模
は
変
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

揺
れ
や
す
さ
と
市
内
の
建
築
物
デ
ー
タ
を
基
に
、揺
れ
や
す
さ
マ
ッ
プ
で
示
し
た
強
さ
の
揺
れ
と
な
っ
た
場
合
に
、建
物
に
被
害
が
生
じ
る
程
度
を
危

険
度
と
し
て
、地
震
に
よ
る
揺
れ
に
よ
っ
て
発
生
す
る
建
物
被
害
想
定
を
分
布
図
に
よ
り
評
価
し
て
示
し
た
も
の
で
す
。

こ
の「
危
険
度
」は
、建
物
被
害
の
原
因
で
あ
る「
揺
れ
」か
ら
建
物
種
類（
木
造
・
非
木
造
）及
び
建
築
年
次
な
ど
を
考
慮
し
て
建
物
想
定
被
害（
建

物
の
全
壊
）の
割
合
を
25
0m
メ
ッ
シ
ュ
で
ラ
ン
ク
分
け
し
た
も
の
で
す
。
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・
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３
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ー
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参
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避
難
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所
・
避
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は
３
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ー
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参
照
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倒
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マ
ッ
プ

建
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ッ
プ

地震ハザードマップ地震ハザードマップ 埼玉県が想定した５地震８パターン（茨城県南部地震、東京湾北部地震、元禄型関東地震、
関東平野北西縁断層帯地震（北、中、南）、立川断層帯地震（北、南））による結果を重ね
合わせた最大値をもとに作成しました。（平成24・25年度埼玉県地震被害想定調査より）

想定地震地震ハザードマップは、桶川市に大きな影響を及ぼすと考えられ
る地震を想定し、揺れやすさ（震度）、液状化の可能性、建物倒
壊の危険度を予測したものです。この地震ハザードマップを参考
にして、日ごろからの備えに役立ててください。
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